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ポーランドの Jaworski（6）は 100 年以上前にヒ
トの胃内にらせん型の微生物が存在することを
























































































【注 5】Helicobacter pylori：｢Helico｣ とはギリシア
語の ｢heliko; らせん ｣､ 英語の ｢helical; らせん
状 ｣ で，｢bacter｣ は英語の ｢bacteria; 細菌 ｣，
｢pylori｣ は英語の ｢pylorus; 幽門 ｣ に由来して
います。因みに ｢ スピロヘータ ;Spirochaeta;
ら せ ん 状 の グ ラ ム 陰 性 菌 ｣ は ラ テ ン 語 の
｢spiro; 渦巻き ｣，英語の ｢spiral; らせん状 ｣ に
由来し，｢ カンピロバクター ;Campylobacter ;












































































































































































では 9 人で，対照群の 24 人に比べて Odds 比













































































①ランソプラゾール 1 錠（30mg）を 1 日 2 回，
　または
　オメプラゾール 1 錠（20mg）を 1 日 2 回，
　または
　ラベプラゾール 1 錠（10mg）を 1 日 2 回。
②アモキシシリン錠（250mg）の 3 錠を 1
日 2 回。
③クラリスロマイシン錠（200mg）の 1~2
錠を 1 日 2 回。






③メトロニダゾール 1 錠（250mg）を 1 日
2 回。
　この①，②と，新③の 3 剤を，朝 ･ 夕食
後に 1 週間服用。
　つい最近，欧州から上記の薬剤と一部



















グ ル ト（64）， キ ム チ（Lactobacillus 










コン ･ クミン ･ しょうがなど（81），シナ
モン（桂皮 ; 生薬の一種）（82），フコイダ
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死亡は当分は年々増えつづけ、近年で 胃ガンを追い越して、ガン死亡 第一位を占めるようになって ます。一方、米英、北欧諸国などでは、一九六〇年代後半から国をあげて禁煙対策にとり組み、国民のたばこ離れをすすめましたが、 その成果は最近 肺ガン死亡率の減少となって表われています。　
このことからも、肺ガン予防のためには、禁
煙者本人の自覚と並んで国レベルでのたばこ離れを支援する環境づくり対策（たとえば、この広告の禁止、たばこ税の値上げ 公共 場所や交通機関での喫煙規制など）が何よりも重要であること ここで強調しておきます。
